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祭
壇
前
面
の
フ
ロ
ン
タ
ル
が
紫
に
変

わ
り
、
大
斎
節
に
な
り
ま
し
た
。
大
斎
節

は
「
レ
ン
ト
」
あ
る
い
は
「
受
難
節
」
と

多
く
の
教
派
が
呼
ん
で
い
ま
す
。「
レ
ン

ト
」
は
英
語
で
大
斎
節
の
こ
と
で
す
が
、

「
春
」
を
意
味
す
る
言
葉
で
も
あ
り
ま
す
。

大
斎
節
は
イ
エ
ス
様
の
ご
受
難
を
覚
え
、

ま
た
そ
の
先
に
ご
復
活
の
希
望
を
「
春
」

を
待
ち
望
む
よ
う
に
待
ち
わ
び
る
、
準
備

の
時
期
で
も
あ
る
の
で
す
。 

 

そ
の
大
斎
節
の
内
容
も
時
代
と
共
に

変
わ
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。
そ
の
起
源
は
、

洗
礼
志
願
者
が
復
活
日
に
洗
礼
を
受
け

る
た
め
に
長
い
間
準
備
を
し
た
事
に
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
最
後
を
迎
え
る
の
が
、

こ
の
期
間
で
す
。 

 

そ
れ
が
い
つ
し
か
、
全
教
会
の
人
々
が 

悔
い
改
め
と
断
食
を
以
っ
て
復
活
日
を

迎
え
る
期
間
、
と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。 

 

私
た
ち
の
三
光
教
会
も
こ
の
大
斎
節 

の
間
は
、
祭
壇
か
ら
お
花
が
消
え
て
、
フ

ロ
ン
タ
ル
も
紫
色
に
変
わ
り
ま
し
た
。
そ 

 

      

れ
は
つ
つ
し
み
と
、
大
祝
日
を
迎
え
る
準 

備
の
時
期
を
現
わ
し
て
い
ま
す
。
毎
週
金

曜
日
の
正
午
か
ら
、
十
字
架
の
道
行
き 

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
大
斎
節
中
の
主
日
は
、
第Ⅱ

聖
餐

式
後
「
隣
人
を
考
え
る
」
と
言
う
テ
ー
マ

で
大
斎
研
修
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
事
柄
を
通
し
て
、
主
イ
エ
ス 

・
キ
リ
ス
ト
の
ご
受
難
に
思
い
を
馳
せ
た

い
と
思
い
ま
す
。
信
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
生
活

す
る
場
に
お
い
て
、
弟
子
の
足
を
洗
わ
れ

た
イ
エ
ス
に
な
ら
い
、「
隣
人
」
に
仕
え

る
姿
勢
を
現
わ
す
時
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

こ
の
大
斎
節
は
、
毎
日
を
駆
け
足
で
走

り
続
け
る
よ
う
な
忙
し
い
日
々
の
中
で
、

ふ
と
足
を
止
め
、
イ
エ
ス
様
の
ご
受
難
に

心
を
寄
せ
る
静
か
な
祈
り
の
時
期
で
あ

り
、
ま
た
ご
復
活
へ
希
望
を
抱
き
な
が
ら

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
を
振
り
返
る
時
で
も

あ
り
ま
す
。 

 

大
切
に
、
こ
の
紫
で
現
わ
さ
れ
る
大
斎

節
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

３
月
～
４
月
の
予
定 

 

◆
３
月 

8
日
㈰ 

大
斎
節
第
3
主
日 

10
日
㈫ 

聖
書
の
学
び
（
旧
約
） 

12
日
㈭ 

主
教
会
博
士
エ
ゴ
レ
ゴ
リ
ー 

16
日
㈰ 

大
斎
節
第
4
主
日 

17
日
㈫ 

主
教
バ
ト
リ
ッ
ク 

 
 
 
 
 

聖
書
の
学
び
（
新
約
） 

18
日
㈬ 

主
教
教
会
博
士
エ
ル
サ
レ
ム 

 
 
 
 
 

の
シ
ク
ル 

19
日
㈭ 

聖
ヨ
セ
フ
日 

20
日
㈮ 

聖
書
の
学
び
（
旧
約
） 

21
日
㈯ 

主
教
ト
マ
ス
・
ク
ラ
ン
マ
ー 

22
日
㈰ 

大
斎
節
第
5
主
日 

24
日
㈫ 

聖
書
の
学
び
（
旧
約
） 

26
日
㈬ 

聖
マ
リ
ヤ
へ
の
み
告
げ
の
日 

29
日
㈰ 

復
活
前
主
日 

30
日
㈪ 

復
活
前
月
曜
日 

31
日
㈫ 

復
活
前
火
曜
日 

◆
４
月 

1
日
㈬ 

復
活
前
水
曜
日 

2
日
㈭ 

聖
木
曜
日 

3
日
㈮ 

聖
金
曜
日
（
受
苦
日
） 

 
 
 
 
 

聖
書
の
学
び
（
旧
約
） 

4
日
㈯ 

聖
土
曜
日 

5
日
㈰ 

復
活
日 

6
日
㈪ 

復
活
後
月
曜
日 

 
 
 
 
 

４
月
逝
去
者
記
念
聖
餐
式 

7
日
㈫ 

聖
書
の
学
び
（
新
約
） 
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司
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グ
レ
ー
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神
崎 

和
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婦
人
会
だ
よ
り 

 
 

２
月 

 

2
月
15
日 

出
席
者
33
名 

 

こ
の
日
は
教
区
主
教
の
訪
問
が
あ
り
、

神
崎
司
祭
、
教
会
委
員
は
昼
食
後
に
主
教

と
懇
談
会
を
持
っ
た
の
で
、
司
祭
に
よ
る

「
旧
約
聖
書
の
中
の
女
性
達
に
つ
い
て
」

の
お
話
は
3
月
の
会
か
ら
と
な
り
ま
し

た
。 

 

今
月
は
今
ま
で
の
相
談
事
項
に
つ
い

て
皆
で
話
し
合
い
ま
し
た
。 

① 

婦
人
会
会
費
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か

ら
1
年
か
け
て
よ
く
話
し
合
っ
て
決
め

る
こ
と
と
す
る
。 

② 

婦
人
会
役
員
に
つ
い
て
は
、あ
と
1

名
を
募
集
し
て
い
た
が
、
申
し
出
た
方
が

あ
り
、
8
名
で
役
員
を
受
け
持
つ
こ
と
と

な
っ
た
。 

③ 

フ
ィ
リ
ピ
ン
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

よ
り
依
頼
が
あ
っ
た
。
5
月
に
フ
ィ
リ
ピ

ン
か
ら
2
名
の
婦
人
来
日
の
際
、宿
泊
時

対
応
に
つ
い
て
、
食
事
作
り
等
を
相
談
し

て
決
め
る
こ
と
と
す
る
。 

④ 

ア
ジ
ア
世
界
キ
リ
ス
ト
教
婦
人
会

議
会
の
世
界
祈
祷
日
礼
拝
が
3
月
6
日

（
金
）
10
時
30
分
か
ら
三
光
教
会
で
持

た
れ
る
た
め
、
準
備
と
当
日
の
お
手
伝
い

を
お
願
い
し
た
。 

⑤ 

婦
人
会
連
絡
網
に
つ
い
て
は
、
配
布

の
準
備
を
す
る
。 

 

婦
人
会
メ
ン
バ
ー
も
高
齢
の
方
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
若
い
方
に
も
っ
と
加
わ

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
暖
か
い
交

わ
り
を
持
ち
つ
つ
、
教
会
活
動
の
ご
奉
仕

に
参
加
し
ま
し
ょ
う
と
話
し
合
い
ま
し

た
。 

 
 
 

（
記
・
五
十
嵐
真
知
子
） 

  
 

男
子
会
だ
よ
り 

  

２
月 

 

2
月
15
日
男
子
会
の
例
会
を
開
き
ま

し
た
。
こ
の
日
は
大
畑
主
教
が
来
ら
れ
、

教
会
委
員
と
の
懇
談
会
が
開
か
れ
ま
し

た
の
で
、
前
半
は
信
徒
総
会
資
料
作
成
の

お
手
伝
い
、
後
半
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
招
待
で
来
日
さ
れ
る
方
の
こ

と
、
3
月
度
に
は
今
年
の
男
子
会
主
催
の

旅
行
会
の
相
談
を
す
る
こ
と
な
ど
の
話

し
合
い
を
致
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
聖
公
会
新
聞
の
特
集
「
日
本
で
信

仰
に
生
き
た
外
国
人
女
性
」
の
コ
ピ
ー
が

配
布
さ
れ
、「
マ
ッ
サ
ン
」
の
リ
タ
、「
花

子
と
ア
ン
」
の
ロ
レ
ッ
タ
・
シ
ョ
ウ
な
ど

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。出
席
者
は
16
名
で

し
た
。 

 
 
 
 

（
記
・
永
井
信
行
） 

  
 

青
年
会
だ
よ
り 

 

２
月 

・
フ
ィ
リ
ピ
ン
ス
テ
パ
ノ
教
会
の
方
々
の

来
日
の
た
め
に
準
備
を
し
て
い
ま
す
。 

・
学
生
生
活
や
仕
事
な
ど
が
あ
っ
て
も
教

会
生
活
が
守
ら
れ
る
よ
う
お
祈
り
く
だ

さ
い
。 

・
青
年
の
メ
ン
バ
ー
が
増
え
る
よ
う
、
声

か
け
や
お
知
ら
せ
を
充
実
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。（
記
・
村
上
紗
知
子
） 

 

２
０
１
５
年 

受
聖
餐
者
総
会 

 

2
月
22
日
、
大
斎
節
第
1
主
日
聖
餐

式Ⅱ

終
了
後
、
本
年
度
の
受
聖
餐
者
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

神
崎
司
祭
に
よ
る
開
会
の
お
祈
り
で

始
ま
っ
た
総
会
は
、
事
前
の
公
示
と
お
り

議
事
が
進
行
し
、
す
べ
て
の
議
案
が
提
案

と
お
り
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
う
ち
、
２
０
１
４
年
度
会
計
決
算

報
告
で
は
、
感
謝
献
金
の
落
ち
込
み
が
赤

字
決
算
の
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る

旨
が
報
告
さ
れ
、
ま
た
、
２
０
１
５
年
度

の
予
算
で
は
、
建
築
借
入
金
の
返
済
の
た

め
の
献
金
が
２
０
１
５
年
度
半
ば
に
は

目
標
を
達
成
す
る
こ
と
見
通
し
で
あ
る

こ
と
、
そ
の
こ
と
も
あ
り
バ
ザ
ー
収
益
の

使
途
に
選
択
肢
が
広
が
る
こ
と
、
と
は
い

え
依
然
財
政
状
況
は
楽
観
で
き
ず
、
今
後

も
支
出
抑
制
に
努
め
な
く
て
は
な
ら
な

い
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

１ 

２
０
１
４
年
度
教
務
報
告 

２ 

２
０
１
４
年
度
活
動
報
告 

３ 

２
０
１
４
年
度
会
計
決
算 

４ 

２
０
１
５
年
度
活
動
計
画 

５ 

２
０
１
５
年
度
会
計
予
算 

 

総
会
は
主
の
祈
り
、
頌
栄
を
歌
っ
て
終

了
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 
 
 

（
記
・
受
聖
餐
者
総
会
書
記
） 

      

■
大
斎
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム 

第
１
回
（
３
月
１
日
） 

「
私
が
出
会
っ
た
隣
人
」 

神
崎
和
子 

  

小
金
井
ロ
ー
マ
ン
カ
ト
リ
ッ
ク
修
道

会
に
て
召
命
に
つ
い
て
黙
想
。
多
く
の
人

と
の
出
会
い
支
え
ら
れ
て
「
宣
教
と
奉

仕
」
を
改
め
て
考
え
、
思
い
起
こ
し
導
か

れ
、
神
学
的
に
読
み
直
し
た
聖
書
の
中
の

女
性
達
の
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。 

夫
（
神
崎
雄
二
司
祭
）
が
フ
ィ
リ
ピ
ン

に
留
学
後
立
川
聖
パ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に

住
ん
だ
時
に
、
一
人
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
女

性
が
「
ミ
サ
は
受
け
ら
れ
ま
す
か
？
」
と
。

こ
れ
を
機
会
に
月
一
回
の
こ
の
女
性
達

の
為
に
ミ
サ
を
行
な
い
、
ま
た
食
事
を
も

作
っ
た
。
エ
ン
タ
テ
ィ
ナ
ー
と
し
て
働
く

彼
女
達
の
為
に
遅
れ
た
ク
リ
ス
マ
ス
の

ミ
サ
を
し
た
。「
私
達
に
も
ク
リ
ス
マ
ス

２
０
１
５
年 

大
斎
研
修
の
記
録 

 



（3） 

 

 

 

が
来
た
」
と
喜
ぶ
女
性
達
を
見
て
、「
い

と
小
さ
き
者
と
共
に
お
ら
れ
る
イ
エ
ス

様
」
を
実
感
し
た
。
素
朴
な
信
仰
心
を
ひ

と
え
に
神
に
向
け
る
篤
い
信
仰
に
、
別
の

物
差
し
・
考
え
方
を
私
は
与
え
ら
れ
、
神

学
校
、
神
様
の
お
召
し
に
応
え
よ
う
と
す

る
自
分
の
支
え
と
な
っ
た
。 

 

喜
ぶ
人
と
共
に
喜
び 

 
 

泣
く
人
と
共
に
泣
き
な
さ
い 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
・
藤
田
清
子
） 

     

◇
３
月
１
日 

大
斎
節
第
２
主
日 

 

「
私
の
出
会
っ
た
隣
人
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

神
崎
和
子
司
祭 

 

◇
３
月
８
日 

大
斎
節
第
３
主
日 

 

「
三
光
教
会
の
隣
人
と
の
つ
な
が
り
を

考
え
る
」 

 
 
 

―
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
― 

 
 

社
会
委
員
会
委
員
長 

頼 

甲
子 

 
 

バ
ザ
ー
委
員
長 
 
 

池
田
哲
朗 

 

フ
ィ
リ
ピ
ン
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安
次
嶺
佳
子 

 

100
周
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

橋
本
周
二
郎 

 

司
会
・
宣
教
委
委
員
長 

藤
田
新
一
郎 

◇
３
月
15
日 

大
斎
節
第
４
主
日 

 

「
香
蘭
女
学
校
の
被
災
地
支
援
を
と
お

し
て
」 

 
 
 

チ
ャ
プ
レ
ン 

高
橋
宏
幸
司
祭 

 

◇
３
月
22
日 

大
斎
節
第
５
主
日 

 

「
伝
道
師
退
職
記
念
講
演
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

橋
本 

守
伝
道
師 

＊
大
斎
節
研
修
は
、
主
日
聖
餐
式
第Ⅱ

の 

後
に
行
な
い
ま
す
。 

 
 

 
 

教
会
報
に
御
寄
稿
を 

❢ 

 

教
会
報
「
ひ
か
り
」
は
、
み
な
さ
ま
か 

ら
の
御
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
テ 

ー
マ
・
内
容
は
自
由
で
す
が
、
次
の
よ
う 

な
視
点
か
ら
お
ま
と
め
く
だ
さ
い
。 

・
教
会
で
の
感
想
、
信
仰
の
所
感
、
三 

光
教
会
秘
話
、
教
会
へ
の
提
言
な
ど
、 

教
会
生
活
に
関
す
る
こ
と
が
ら
。 

・
旅
行
記
録
、
教
会
訪
問
記
な
ど
。 

・
詩
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
な
ど
。 

・
特
に
「
戦
後
70
年
と
私
」「
戦
争
の
思

い
出
」
な
ど
の
文
章
（
主
題
自
由
） 

○
原
稿
は
広
報
委
員
（
大
久
保
郁
子
、
児

玉
美
智
子
、
鈴
木
一
、
藤
田
明
子
、
藤
田

清
子
、
藤
田
紀
枝
、
村
井
美
帆
、
村
上
紗

知
子
、
吉
村
悦
子
、
吉
村
輝
夫
）
に
お
渡

し
く
だ
さ
い
。 

 

 
 

 

教会のお掃除にご協力を 
 

聖堂内外のお掃除の協力者が少な

くなりました。土曜日の午前 10 時

からお昼までご奉仕ください。ご

協力いただける方は直接参加して

ください。 

  

はじめて教会にいらした方へ 
 

礼拝様式に馴れない方は礼拝中椅

子子にお掛けになったままで結構

です。 

 礼拝中の献金は、信施金とし 

て伝道のために献げられるもの

です。金額は自由です。 

 わからない点は隣の席の者か入

口の案内係にお聞きください。 

  

礼拝のご案内 

 

■主日礼拝 

 午前 7:00 早祷・嘆願 

 午前 7:30 聖餐式 

 午前 9:00 ステパノ会 

     (日曜学校)礼拝 

 午前 10:30 聖餐式 

 午後 4:00 夕の礼拝 

■平日礼拝 

月曜日から土曜日までは、毎

朝 6:30 の早祷に引き続いて

聖餐式 
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大
斎
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 

主
題
「
隣
人

と
な
り
び
と

を
考
え
る
」 


